


　市内に整備されている公園全体の課題として、

上記の様なものがある中、蓬莱海浜公園では、他

の市内都市公園と比較しても瀬戸内海に面した立

地となっている点や、23,500㎡という広大な敷地

面積があるなど大きなポテンシャルを持っており、

再整備によって様々な事業展開が考えられるため、

今回の検討対象公園を蓬莱海浜公園とした。



・Park-PFI（公募設置管理制度）
　都市公園の魅力と利便性の向上を図るために、公園の整備を行う民間の事業者を公募し選定する制度。
　都市公園に民間のノウハウを活用し、カフェなどの便益施設や食博施設などを整備することで、地域の活性化などの課題解決に繋がる。
　メリット
　〇公園管理者（自治体）
　　・民間資金の活用なので、公園整備・管理にかかる財政負担の軽減
　　・民間ノウハウを活用した整理・管理によって公園のサービスレベルの向上
　〇民間事業者
　　・収益施設の設置や設置期間の延長により、長期的視野での投資・経営ができる
　　・緑豊かな空間を活用して自らが設置する収益施設にあった広場等を一体的にデザイン、整備する事で、収益の向上にも繋がる質の高い
　　　空間を創出できる
　〇公園利用者
　　・身近な公園内に飲食施設の充実など利用者サービスが充実する
　　・老朽化し、質が低下した施設の更新が進むことで、公園の利便性、快適性、安全性が高まる

・蓬莱海浜公園は、市内の他の都市公園に比べ様々な事業展開に繋がる大きなポテンシャルを持っており、このポテンシャルを民間の
　ノウハウを活かしながら再整備する手法としてPark-PFIを提案する。


